
~ 

グ
ノv

の
宗
教
哲
皐

旦

見

泰

穏

ヘ
ー
ゲ
ル
は
一
七
七

O
M
T
八
月
廿
七
日
λ

ト
ウ
ツ
ト
ガ
ル
ト
に
生
れ
た
。
父
は
、
公
傍
の
役
人
を
し
て
ゐ
た
。
彼
の
家
庭
は
古
新
教
精
神
に
充
ち

て
ゐ
る
、
質
朴
な
厳
粛
さ
が
あ
ワ
た
。
此
の
彼
の
山
本
山
陛
の
雰
閣
総
は
彼
の
優
れ
た
特
質
に
、
深
い
彰
響
を
奥
へ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
一
七
八
八
年

テ
ュ

l
ピ
シ
グ
ン
大
隼
紳
且
宇
部
に
入

p
、
比
虎
で
シ
エ
リ
シ
グ
及
び
ヘ
ル
ヂ
ル

P
シ
と
同
窓
と
な
っ
た
。
此
庭
で
の
生
活
は
一
七
九
三
年
の
秋
ま
で

績
い
た
。
以
来
一
八

O
O年
ま
で
七
年
問
、
食
時
の
信
伯
、
数
育
者
の
不
幸
で
あ
っ
た
家
庭
欲
師
の
時
代
が
緩
い
た
。
ベ
ル
シ
で
三
年
・

7
ラ
ン
ク

7

ル
ト
で
四
年
家
庭
教
師
と
し
て
過
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ぽ
一
八

O
一
年
イ
エ
ナ
大
串
私
講
師
と
な
り
、
一
八

O
五
年
員
外
敬
授
と
な
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
職
晶
子
あ
り
、
そ
の
た
め
大
事
が
経
済
困
難
に
陥
9
た
の
で
、
一
八

O
七
年
齢
機
、
一
八

O
八
年
｜
｜
一
八
一
六
年
ま
で
－
ニ
ル
シ
ベ
ル

グ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
校
長
、
一
八
一
六
年
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
タ
大
拳
教
授
、
一
八
一
八
年
ペ
ル

p
y
大
事
に
輔
任
、
在
職
中
、
一
八
コ
二
年
コ
レ
？

に
催
っ
て
残
し
た
。

へ
l
ゲ
ル
の
宗
敢
哲
撃
は
、
宗
敬
の
普
遍
的
契
機
と
し
て
思
惟
乞
置
く
。
此
の
貼
に
於
て
彼
は
、

シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
に
割
立
し

て
居
り
、
キ
エ
ル
ケ
ゴ
l
ル
の
宗
救
哲
皐
誌
に
封
立
し
ゐ
る
わ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
亦
近
代
の
耕
詮
法
紳
墜
と
も
封
立
的
た
立
場
に
至
つ

て
ゐ
る
o

へ
l
ゲ
ル
は
思
惟
を
宗
散
の
普
遍
的
地
盤
と
考
へ
る
か
ら
と
言
っ
て
宗
救
に
於
け
る
表
象
や
感
情
の
契
機
を
全
然
否
定
す
る
の

で
は
な
く
、
只
か
L
る
も
の
も
、
思
惟
に
貫
か
れ
て
始
め
て
成
立
す
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
ン
ト
が
宗
救
を
理
性
的
道
徳
的
限

同
外
門
に
眠
っ
て
宗
敬
哲
曲
学
を
説
い
た
如
き
局
限
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
父
カ
ン
ト
は
、
紳
の
存
在
の
詮
明
を
理
論
理
性
の
立
場
か
ら
は

不
可
能
な
る
も
の
と
し
て
是
れ
を
否
定
し
て
ゐ
る
が
、

ヘ
ー
グ
ル
は
、
そ
の
恢
復
に
努
力
し
て
ゐ
る
ω
と
れ
段
、
へ

l
グ
ル
の
意
味
す
る
思

へ
1
ゲ
ル
の
宗
敬
哲
事



へ
1
ゲ
ル
の
宗
教
血
中
哲

一
一
周

惟
が
、
カ
ン
ト
の
言
ふ
思
惟
と
異
る
と
と
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
か
L
る
思
惟
の
地
盤
の
上
で
宗
教
を
解
す
る
へ

l
グ
ル
の
｛
一
不
敬
骨
盤
・

は
現
代
H
本
の
宗
敬
情
態
に
照
し
て
見
て
も
、
研
究
卦
象
と
し
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ヘ
ー
が
ル
の
ん
一
不
敬
哲
墜
を
見
る
に
は
、
位
の

青
年
時
代
に
於
け
る
｛
一
不
敬
的
著
作
は
別
と
し
て
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
は
、
「
精
一
脚
現
象
串
」
（
句
v
g
o
E
g
o－。

mz
－E
C
色
白
常
国
・
一
八

。
七
年
）
及
び
紋
の
官
接
の
全
貌
を
伺
ふ
事
の
出
来
る
隣
系
で
あ
る
所
の
エ
シ
チ
ク
ロ
ベ
デ
イ
l

（何回

4
E。
1
a
o
L
2
H
V
E
8
4
E

出

oreロ
J
F

ヨ
缶
詰

g
r
p同
窓
口
町

E

C門
戸
何
回

a
g
o－
一
八
一
七
年
〉

の
内
に
於
け
る
宗
敢
に
闘
す
る
部
分
と
紋
の
最
も
明
年
の
講
義
で
あ
る
附

の
「
宗
救
折
H

皐
」
（
可

E
Z
5
1阿
佐

仏

2
H凶
申
出
m
山
し
向
。
出
〉
と
を
理
げ
れ
ば
足
り
る
。
此
の
中
、
「
精
榊
現
象
曲
学
」
は
、

へ
ー
グ
凡
が
未
だ
、
彼

の
折
口
脇
一
・
臨
系
を
完
成
す
る
以
前
の
著
作
で
あ
る
と
一
千
点
貼
か
ら
、
後
の
二
普
か
ら
は
切
離
し
て
考
へ
ら
る
可
き
で
あ
る
故
、
紋
の
宗
敬
背

撃
は
そ
の
完
成
し
た
姿
に
於
て
は
」
，
ヱ
シ
チ
ク
ロ
ベ
デ
イ
l
L
と
「
宗
教
材
皐
」
と
に
依
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
り
。
更
に
「
宗
教
背
皐
」

は
ベ
ヱ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
イ
1

」
に
於
け
る
、
そ
の
部
分
を
、
詳
細
に
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
此
の
書
の
み
に
よ
っ
て
見
て
も
、
彼
の
宗

敬
哲
撃
は
充
分
に
何
ひ
得
る
わ
け
で
あ
る
。
勿
論
、
依
の
宗
敬
哲
撃
に
到
す
る
深
い
理
解
b
L
持
つ
詩
め
に
は
、

へ
I
Uザ
ル
背
撃
の
按
心
で

あ
る
排
詮
法
の
把
握
．
従
っ
て
、

へ
l
u
q
ル
哲
皐
の
全
貌
捗
猟
が
必
要
で
あ
る
。
此
の
意
味
か
ら
「
精
神
現
象
事
」
（
一
八

O
七
年
）
と
、

「
論
理
の
科
障
に
n
巧
5
8
2
E
3
ω
2
F。
m即日内山

一
八
一
二
年

l
一
八
一
六
年
〉
と
の
聞
に
於
て
、

へ
l
F
ル
が
‘
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
一
事

生
の
箆
め
に
も
の
せ
る
労
作
と
し
て
、
カ
ー
ル
、

ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
に
依
っ
て
公
刊
さ
れ
た
「
哲
墜
入
門
」
（
句
】
】
口
。

g
Z】山田
r
o
H
u
g
z

L
2
2
5
は、

へ
l
uゲ
ル
軒
目
撃
入
門
の
よ
き
鍵
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
此
の
書
は
へ

l
uリ
ル
が
彼
の
背
接
関
系
を
錬
っ
て
ゐ
た
時
代
の

作
で
あ
る
か
ら
、
伎
の
背
撃
陣
系
の
全
貌
を
伺
ひ
得
る
と
共
に
、
宗
敬
哲
撃
に
就
い
て
も
、
簡
単
に
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ヱ
ン

チ
ク
ロ
ペ
デ
イ
l
」
や
、
「
論
理
の
科
製
」
を
渉
撤
し
て
耕
設
法
的
論
理
の
理
解
の
後
に
「
宗
敬
哲
朗
宇
」
に
向
ふ
と
と
は
、
最
も
願
は
る
べ

き
事
で
あ
ら
う
。
然
し
普
通
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
「
法
律
背
曲
学
」
（

G
2ロ
告

E
O国
島
己
司

E
F
g句
EOLO由
民

2
F
f
一
八
一
一
一
年
）



や
「
宗
敬
哲
朗
宇
」
か
ら
、
論
理
の
現
解
へ
と
進
む
と
と
も
、

一
つ
の
勉
壌
の
方
法
た
の
で
あ
る
。
具
臨
的
た
事
例
を
多
く
持
っ
て
ゐ
る
と

と
は
‘
純
粋
な
原
理
を
理
解
す
る
た
め
に
援
け
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、

ヘ
ー
が
ル
の
「
宗
救
哲
皐
」
の
研
究
は
へ
1
ゲ

ル
哲
忠
一
－
斑
解
へ
の
第
一
階
梯
で
あ
る
と
も
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。
「
宗
軟
骨
穆
」
は
‘

へ
l
F
ル
自
身
に
依
っ
て
、
著
作
の
形
式
に
よ
っ
て

出
版
さ
れ
た
い
偉
に
終
っ
た
。
故
に
、

へ
1
グ
ル
が
‘
大
曲
学
で
行
っ
た
四
聞
の
講
義
（
一
八
二
一
年
、

一
八
二
四
年
、

一
八
二
七
年
及
び

一
八
コ
二
年
〉
を
基
礎
に
彼
の
弟
子
が
編
輯
し
た
も
の
が
、
現
に
吾
K

が
接
し
得
る
も
の
・
た
の
で
あ
る
。
第
一
版
は
一
八
三
二
年
に
、
第

二
版
が
一
八
四

O
年
に
出
版
さ
れ
、
第
二
版
に
於
い
て
‘
か
・
な
り
の
改
訂
が
施
さ
れ
た
。
此
鹿
で
は
、

へ
1
グ
ル
に
始
め
て
親
し
ま
う
と

す
る
人
の
た
め
の
へ
l
グ
ル
「
宗
教
背
墜
」
の
紹
介
が
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

へ
ー
が
ル
集
（
グ
ロ
ッ
ク
ナ
l
版
）
第
十
五
、
十
六
の
二
容

に
依
っ
て
、
簡
単
な
紹
介
を
試
み
た
い
と
思
ふ
。

へ
ー
グ
ル
は
‘
「
｛
一
万
敬
甘
撃
」
の
胃
闘
に
「
｛
一
子
執
を
濁
立
に
背
接
的
考
察
の
封
象
と
し
‘
そ
し
て
此
の
考
察
を
一
の
特
殊
部
門
と
し
て
村

撃
の
金
剛
胆
に
附
加
す
る
こ
と
を
私
は
必
要
と
考
へ
た
。
」
（
十
五
巻
S
十
九
〉
と
言
っ
て
ゐ
る
。
然
ら
ぽ
宗
敬
と
哲
皐
は
如
何
な
る
関
係
に
あ

る
か
、
哲
恩
一
・
の
全
惜
系
と
、
そ
の
特
殊
部
門
た
る
宗
教
朽
撃
と
は
如
何
な
る
関
係
に
立
っ
か
、
此
鹿
か
ら
五
日
々
は
問
題
に
入
っ
て
行
か
う

｛一五乱戦折
H

撃
の
端
初
は
一
紳
を
以
て
始
ま
る
。
「
宗
教
並
に
折
口
皐
の
封
象
は
客
観
性
そ
の
も
の
に
於
け
る
永
遠
の
真
理
で
あ
り
、
紳
で
あ
り
、
一
神

に
外
た
ら
や
而
し
て
紳
の
説
明
で
あ
る
。
」
（
十
五
巻
U

口
三
十
七
可
か
く
て
、
「
哲
撃
は
そ
の
封
象
を
先
づ
何
よ
り
も
宗
我
と
共
有
し
て
ゐ

る
」
の
で
あ
，
り
、
そ
れ
改
に
、

へ
I
Uリ
ル
に
依
れ
ば
哲
皐
は
宗
殺
を
説
明
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
只
自
己
を
説
明
し
、
自
己
を
説
明
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
宗
救
を
説
明
す
る
と
と
に
な
る
。
即
市
封
自
的
に
存
在
す
る
永
遠
の
真
理
に
従
事
す
る
も
の
と
し
て
、
折
口
壊
は
宗
救
と
同

ヒ
活
動
で
あ
る
。
か
く
折
口
忠
一
白
神
に
従
事
す
る
と
言
ふ
と
と
に
於
い
て
、
宗
救
と
同
一
的
で
あ
る
が
‘
そ
の
紳
に
従
事
す
る
様
式
と
仕
方

ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
敬
哲
感

一
一
五



ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
哲
態

一
－~ ノ、

と
に
於
て
区
別
せ
ら
れ
る
。
宗
敬
は
単
な
る
表
象
を
以
て
、
永
遠
の
民
理
に
従
事
す
る
の
で
あ
り
、
行
事
は
、
思
想
を
以
っ
て
、
概
念
を

以
う
て
、
そ
の
と
と
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
哲
撃
が
皐
に
純
粋
思
想
と
し
て
規
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
即
自
的
K
存

在
す
る
論
理
的
理
念
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
の
一
肺
で
あ
る
が
、
「
然
し
・
な
が
ら
一
脚
は
、
間
早
に
即
白
的
に
存
在
す
る
椋
な
も
の
で
た
く
、

そ
れ
は
何
様
に
、
本
質
的
に
封
白
的
で
あ
り
、
単
に
思
想
の
中
に
於
て
自
己
を
保
つ
本
質
で
あ
る
の
み
左
ら
や
、
交
現
象
す
る
・
自
己
に

釣
象
性
を
血
（
へ
る
・
本
質
で
あ
る
と
と
ろ
の
絶
封
精
紳
で
あ
る
。
」
（
十
五
特
S
四
十
三
）
榊
が
理
念
で
あ
り
‘
絶
釘
者
で
あ
り
、
思
想
及
び

概
念
K
於
て
と
ら
へ
ら
れ
た
本
質
で
あ
る
と
の
黙
か
ら
の
み
考
へ
れ
ば
‘
此
の
一
脚
を
針
象
と
す
る
｛
一
京
札
制
析
川
島
一
丘
、
論
理
材
陣
？
と
の
共
通
性

の
上
に
あ
る
。
然
し
、
｛
一
京
敬
背
曲
学
に
於
て
、
劃
象
と
な
る
紳
は
．
論
理
折
口
皐
に
於
け
る
が
如
き
即
自
的
た
る
も
の
で
は
左
く
、
「
即
自
的
に

思
想
に
於
て
存
在
し
、
同
時
に
現
象
し
、
自
己
も
顕
示
す
る
が
、
然
し
、
無
限
的
現
象
陀
於
て
、
自
己
内
反
省
す
る
と
と
ろ
の
精
一
肺
と
し

て
、
自
己
を
額
一
不
す
る
場
合
の
か
L
る
理
念
で
あ
る
。
」
（
十
五
容
S
四
十
四
〉
の
で
あ
り
‘
従
っ
て
、
宗
教
哲
島
T
K
於
て
考
察
さ
れ
る
も

の
は
、

へ
l
u
q
ル
哲
接
関
系
の
端
初
で
あ
る
所
の
、
最
も
純
粋
た
る
、
抽
象
な
る
煤
介
な
き
「
有
」
に
比
較
す
る
場
合
に
は
、
は
る
か
に

具
賠
的
た
る
も
の
で
あ
り
ベ
有
」
が
哲
皐
の
他
の
諸
部
門
を
遇
じ
て
、
媒
介
さ
れ
、
警
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
ヱ
シ
チ
ク
ロ
ベ
デ
イ
I
」
に
於
て
‘
宗
教
が
、
そ
の
鰐
系
の
第
三
部
精
神
哲
撃
の
中
の
結
到
精
一
刊
の
項
の
中
で
書
術
ハ
U
U
阿
国

E
3

K
，
次
い
で
、
啓
一
不
宗
敬
〈
切
目
。

c
g同
片
品
目
ゲ
号

Z
H
W町
民
問
問
。
回
〉
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
更
に
そ
れ
が
哲
関
学
（
阿
）
S
E
w
－28
1
L⑦
）
に
殻
展
し

て
、
関
系
を
完
結
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
．
宗
教
材
皐
の
全
哲
接
関
系
に
於
け
る
地
位
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。

へ
I
グ
ル
は
、
宗
教
哲
撃
の
結
論
に
於
て
、
哲
曲
学
と
宗
教
と
の
関
係
に
就
い
て
問
題
と
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
二
、
三
の
前
問
題
に
鯛

れ
た
後
に
、
宗
教
哲
壌
の
分
類
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
此
の
分
類
は
、

一
つ
の
も
の
を
、
一
こ
う
の
部
分
に
分
割
切



断
し
て
、
々
と
に
並
列
さ
れ
て
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
は
た
く
、
「
と
の
分
類
は
精
一
脚
自
身
の
運
動
、
本
性
及
び
行
匂
」
（
十
五
容
S

七
十
六
）
で
あ
り
、
而
も
此
の
精
一
脚
自
身
の
謹
動
及
び
行
震
は
外
部
か
ら
‘
そ
の
運
動
の
根
源
を
仰
ぐ
の
で
友
く
‘
あ
く
ま
で
、
そ
れ
自

身
の
運
動
で
あ
り
、
概
念
の
自
己
護
展
で
あ
る
が
故
に
、
と
の
精
神
自
身
の
運
動
．
本
性
及
び
行
詩
を
ベ
我
々
は
謂
は
ど
草
に
傍
観
す
る

に
す
ぎ
な
い
。
」
（
十
五
巻
S
七
十
六
）
か
く
て
、
「
分
類
は
概
念
を
通
じ

τ必
然
的
で
あ
る
己
（
同
上
）
市
し
て
此
の
、
「
進
行
の
必
然
性

は
登
展
そ
の
も
の
中
に
於
て
初
め
て
叙
述
さ
れ
、
解
明
さ
れ
、
詮
明
さ
れ
・
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
。
」
ハ
向
上
）
と
れ
は
宗
敬
背
撃
の
み
な
ら

す＝

一
般
に
へ

I
グ
ル
の
撃
の
方
法
訟
の
で
あ
る
。

「
概
念
の
諸
契
機
に
従
う
て
、
宗
敬
の
叙
述
及
び
稜
展
は
三
つ
の
部
分
に
於
て
生
起
す
る
。
我
K

は
宗
救
の
概
念
を
先
づ
普
遍
的
た
も
の

に
於
て
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
次
に
自
己
を
分
制
し
直
別
す
る
概
念
と
し
て
そ
の
特
殊
性
に
於
て
考
察
す
る
で
あ
ら
ろ
c
此
れ
が
判
断
（
原

始
分
割
Y
制
限
性
、
差
別
、
及
び
有
制
限
性
の
側
面
で
あ
る
c
而
し
て
第
三
に
自
己
を
自
己
と
繋
合
す
る
概
念
即
ち
推
理
或
は
概
念
の
そ
の

規
定
性
｜
蕊
に
方
て
は
、
概
念
は
自
己
に
不
等
で
あ
る
か
ら
ー
の
自
己
自
身
へ
の
還
師
を
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
」
〆
十
五
傘
S
七
十
五
）
。

n
疋
れ
が
「
精
一
脚
自
身
の
律
動
、
純
粋
た
氷
山
返
友
生
命
。
」
（
十
五
巻
S
七
十
六
）
な
の
で
あ
り
、
五
口
々
は
、
此
の
精
一
脚
の
自
己
運
動
の
必
然

的
蛮
展
を
傍
観
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
何
物
も
外
部
か
ら
、
つ
け
加
へ
る
必
要
は
な
い
。
此
の
三
部
分
の
・
門
、
普
遍
性
（
注
目

m
o
E
o
g
r。
5
の
側
面
は
‘
コ
一
部
敬
折
口
問
宇
」
の
第
一
部
、
「
｛
一
一
小
敬
の
概
念
」
ハ
岡
山
市
民
円
即
時
四
円
H
Z
H
H島
札
。
ロ
〉
に
於
て
、
特
殊
性
（
HW20目
白

2

何
回
市
山
け
）
の
側
面
は
．
第
二
部
「
規
定
宗
敬
」
ハ
ロ
－
o
H
W
2
2同

蹄
は
、
・
自
由
な
る
、
完
成
さ
れ
た
、
絶
封
的
宗
敬
と
し
て
、
第
三
部
「
絶
割
宗
教
」
〈
己
目
。

P
Z
C
H
u
g
H
H
r］
目
的
問
。
ろ
の
項
を
緋
賊
す
る
。

と
れ
は
例
別
性
れ
同
E
E－
－
回
⑦
山
骨
）
の
側
面
で
あ
る
。

此
の
三
つ
の
部
分
を
、
通
じ
て
、
関
宇
の
全
開
及
び
概
念
の
全
殻
展
か
選
行
さ
れ
る
が
、

此
の
各
々
の
一
一
一
部
分
は
叉
、
普
遍
性
と
特
殊
性
と
桐
別
性
の
三
つ
の
契
機

Q
r
E
Sど
に
分
た
れ
る
。
契
機
と
は
、
そ
れ
が
‘
民
反
釘

へ
1
ゲ
ル
の
宗
教
排
日
早

一
一
七



ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
材
態

一
一
八

に
高
刑
さ
れ
て
ゐ
る
が
故
に
統
一
さ
れ
る
も
の
、
即
ち
揚
棄
（
h
p
E
V
の
ず
の
と
さ
れ
る
も
の
の
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
前
越
の
如
く
運
動
の

う
ち
に
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
伺
別
性
の
契
機
は
〈
一
不
敬
の
吐
合
的
側
両
を
設
く
も
の
で
あ
り
、
特
殊
性
の
契
機
は
宗
救
の
例
人
的
側
面

を
詑
く
も
の
で
あ
る
と
も
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
普
遍
性
の
契
機
は
、

一
般
に
宗
救
の
普
遍
的
・
な
閥
繋
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
o

四

か
く
て
、
宗
教
材
墜
の
第
一
部

2
不
敬
の
概
念
」
も
、
「
並
H

遍
性
の
契
機
」
「
特
殊
性
の
契
機
或
は
分
化
の
領
域
」
「
分
化
の
揚
棄
或
は
儀

贈
L

の
＝
一
部
分
を
持
つ
が
、
此
の
｛
一
不
敬
の
概
念
に
於
け
る
、
普
遍
性
の
契
機
を
得
す
も
の
は
思
惟
で
あ
る
。
此
庇
か
ら
宗
教
科
皐
の
端
初

が
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
‘
「
誇
明
さ
れ
て
ゐ
な
い
様
な
も
の
は
、

了
と
し
て
自
己
の
中
に
現
は
れ
し
め
な
い
と
い
ふ
と
と
、
此
の
と
と
は

一
一
切
の
事
特
に
哲
撃
の
持
つ
少
く
と
も
形
式
た
一
要
求
で
あ
る
」
。
（
十
五
倉
一

O
一
二
）
の
で
る
る
か
ら
、

ヘ
ー
が
ル
の
宗
敬
廿
壊
に
於
て

も
、
論
理
撃
に
於
け
る
と
同
様
に
端
初
を
如
何
に
し
て
得
ぺ
き
か
が
先
づ
問
題
と
在
る
。
然
し
宗
教
折
口
息
一
丘
、
村
墜
に
於
け
る
一
つ
の
墜

で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
、
他
の
折
口
皐
的
諸
部
門
を
前
提
し
て
を
り
、
従
っ
て
成
果
で
あ
る
。
故
に
「
宗
教
折
口
事
」
に
於
て
は
、
新
た

に
端
初
を
起
す
と
と
は
話
さ
れ
た
い
。

か
く
て
「
宗
救
哲
事
」
に
於
て
は
‘
「
熟
知
」
（
出
品
P
ロ
巳
与
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
島
市
に
は
未
だ
向
殻
展
せ
し
め
ら
れ
や
、
且
つ
認
識

ハ
F－
wmHロ
E
O）
さ
れ
て
ゐ
な
い
、
一
脚
の
表
象
。
」
（
十
五
容
S
一
O
凶
）
を
依
り
に
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
か
ら
端
初
が
起
さ
れ
る
。
「
此
の
端

初
は
閣
甲
的
に
は
未
だ
抽
象
的
で
あ
る
。
た
と
へ
胸
は
此
の
表
象
に
充
ち
充
ち
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
墜
に
於
て
問
題
と
な
お
も
の
は
胸
の
中

に
あ
る
も
の
で
な
く
て
、
意
識
、
仔
細
に
云
へ
ば
思
想
の
形
式
に
到
達
せ
る
思
惟
的
意
識
に
針
す
る
封
象
と
し
て
た
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で

あ
る
。
と
の
内
容
に
充
て
る
も
の
に
思
想
．
概
念
の
形
式
を
興
へ
る
と
と
が
我
々
の
療
の
仕
事
で
あ
る
。
」
（
十
五
巻
S
一
O
四
l
一
O
五〉

か
く
て
、
神
｜
そ
れ
が
一
者
で
あ
り
、
普
遍
者
で
あ
り
、
絶
封
的
真
理
で
あ
り
、

一
切
を
促
へ
包
括
し
、

一
切
は
そ
れ
か
ら
川
て
そ
れ
に
，



還
り
、
永
遠
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
所
の
榊

i
を
以
て
宗
敬
哲
串
の
端
初
が
起
さ
れ
る
。
此
の
一
者
は
、
我
k

の
精
一
脚
の

E
の
活
動

を
地
盤
と
し
て
ゐ
る
か
と
言
へ
ば
思
惟
た
の
で
あ
る
。
思
惟
が
、
此
の
一
者
、
紳
と
名
け
ら
れ
た
内
容
の
地
盤
で
あ
る
と
立
言
す
る
と
す

れ
ば
．
此
鹿
に
思
惟
と
と
の
内
容
と
の
聞
に
一
つ
の
頁
別
を
有
す
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
と
の
医
別
は
一
一
際
反
省
に
と
っ
て
の
み

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
針
自
的
に
は
未
だ
内
容
の
中
に
全
然
含
ま
れ
て
ゐ
・
泣
い
も
の
で
あ
る
o
」
（
十
五
巻
S
一
O
八
）
、
此
の
端
初
に

於
て
は
我
k

は
唯
一
つ
絶
封
者
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。
此
鹿
に
は
、
何
等
の
区
別
も
分
化
も
た
い
。
か
〈
て
「
思
惟
は
此
の
普
遍
者
の
場

所
で
あ
る
が
、
然
し
乍
ら
此
の
場
所
は
、
差
し
営
つ
て
は
此
の
一
者
、
永
遠
な
る
も
の
、
即
市
封
自
的
存
在
者
の
中
に
、
吸
牧
さ
れ
て
ゐ

る
。
」
（
十
五
巻
一

O
九
三
此
の
如
き
普
遍
者
が
端
初
で
あ
り
、
出
護
賄
で
あ
る
。
か
L
る
普
遍
者
に
於
け
る
、
か
a
A

る
内
容
や
‘
か
L
る

規
定
を
、
我
々
は
未
だ
宗
救
と
呼
ぶ
と
と
は
出
来
訟
い
。

五

宗
敬
哲
撃
に
於
け
る
端
初
と
し
て
の
内
容
た
る
紳
は
、
何
等
の
匝
別
友
き
無
規
定
的
普
遍
性
に
於
け
る
精
榊
で
あ
る
。

此
の
普
遍
性
の
中
に
消
え
失
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
‘
一
脚
は
本
質
的
に
精
榊
で
あ
り
‘
知
る
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と

L
K

一
切
の
両
別
は

精
神
の
精
紳
に
到
す
る
一
の
閥
繋
（

4
2
E
Z巳
E
）
が
存
荘
す
る
。
此
の
闘
鍵
の
基
礎
の
上
に
、
宗
救
が
成
立
す
る
。
精
榊
自
身
は
最
初

は
直
接
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
精
榊
で
あ
る
が
故
に
、
必
然
的
に
、
自
己
自
身
を
通
じ
て
針
自
的
に
な
る
。
と
れ
が
精
紳
の
生
命
で
あ
る

故
に
第
一
に
は
精
榊
は
旋
闘
繋
的
で
あ
り
、
観
念
的
で
あ
り
、
理
念
の
中
に
閉
ぢ
込
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
二
の
側
面
に
於
て
は
‘
精
榊
は
有

限
性
の
う
ち
に
あ
り
、
他
者
が
自
己
に
劃
し
で
あ
る
が
故
に
．
闘
繋
の
中
に
立
っ
て
ゐ
る
。
蕊
に
宗
敬
的
関
繋
が
始
ま
る
。
「
此
の
有
限
性

の
揚
棄
が
宗
教
的
立
場
で
あ
り
‘
此
の
立
場
に
あ
っ
て
は
一
脚
は
、
自
然
的
並
に
精
神
的
世
界
の
一
切
の
富
が
そ
れ
に
還
陣
し
て
ゐ
る
絶
釣

的
な
る
力
及
び
質
瞳
と
し
て
の
意
識
の
鉛
象
で
あ
る
。
」
ハ
十
五
容
S
三
二
ハ
）
此
の
宗
敬
的
「
立
場
に
於
て
闘
繋
の
中
に
現
は
れ
、
概
念

ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
教
哲
事

一
一
九



へ
1
ゲ
ル
の
宗
教
哲
拳

一一一
O

自
身
に
於
け
る
内
的
必
然
性
が
自
己
を
発
展
せ
し
め
完
成
せ
し
め
る
ま
で
‘
此
の
闘
繋
の
諸
形
式
を
加
工
し
護
展
せ
し
め
る
と
と
ろ
の
意

識
」
（
十
五
巻
S
一
一
一
九
〉
が
弐
に
考
察
さ
れ
る
。
此
の
闘
紫
の
領
域
は
‘
宗
救
の
概
念
に
於
け
る
特
殊
性
の
領
域
で
あ
る
。

．ι． ，、

宗
敬
的
精
神
の
現
象
の
領
域
に
於
て
考
察
さ
れ
る
宗
教
意
識
の
諸
形
態
は
、
主
観
的
側
面
に
設
営
す
る
感
情
〈

C
O
E
E）
と
、
客
観
的

側
面
で
あ
り
、
内
容
の
様
式
で
あ
る
直
観
（
k
F
E
O
F
F
ロ
ロ
出
向
〉
表
象
F
」

E
g
g
－Zロ
巴

の
様
式
及
び
思
惟
（
ロ

B
r出
〉
そ
の
も
の
の
形

式
壱
あ
る
。

感
情
の
形
式
に
於
て
は
、
我
々
は
、
直
接
的
に
紳
に
就
て
知
る
。
此
の
と
と
は
、
素
朴
な
意
味
を
持
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
限
り
‘
此
の
と

と
は
全
く
正
し
い
。
然
し
、
此
の
榊
に
就
て
の
直
接
知
の
み
が
唯
一
の
紳
に
就
て
の
知
で
る
る
と
の
偏
頗
な
意
味
乞
主
張
す
る
場
合
に
は

此
の
直
接
知
は
値
の
な
い
も
の
と
友
る
。
「
知
と
は
．

一
般
に
、
封
象
が
他
者
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
私
の
存
在
と
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
と
言

ふ
こ
と
で
あ
る
己
〈
十
五
巻
S
一
三
一
一
）
「
知
は
思
惟
で
あ
る
3

そ
し
て
思
惟
は
普
遍
者
で
あ
り
、
抽
象
的
普
遍
者
の
規
定
、
存
在
と
い
ふ

直
接
性
を
含
ん
で
ゐ
る
。
此
れ
が
直
接
知
で
あ
る
。
」
（
十
五
巻
S
一
三
四

l
一
三
五
J

存
在
は
、
我
々
が
へ
ー
が
ル
の
論
理
皐
の
端
初
と

し
て
、
遭
遇
す
る
所
の
昼
虚
な
、
最
も
抽
象
的
注
意
味
に
と
ら
れ
た
普
遍
性
で
あ
り
・
何
等
の
進
ん
だ
、
反
躍
を
持
た
な
い
純
梓
左
・
自
己

開
紫
で
あ
る
。
存
在
は
抽
象
的
普
遍
性
と
し
て
の
普
遍
性
で
あ
る
。
か
く
て
．
直
接
知
と
一
再
ふ
も
、
論
理
事
の
中
に
ゐ
る
の
刊
に
あ
り
、
従

っ
て
民
の
知
は
思
惟
で
あ
る
o
只
最
も
貧
弱
な
思
想
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
人
が
直
接
知
は
思
惟
の
区
域
外
に
あ
る
と
信
じ
と
の
様
左
匪

別
化
ひ
っ
さ
げ
て
流
浪
す
る
と
き
‘
そ
れ
は
最
大
の
無
知
。
」
ハ
十
五
巻
S
一
三
五
）
で
あ
る
。
「
直
接
知
云
ふ
最
も
貧
弱
た
規
定
に
従
っ
て

も
向
宗
敬
は
且
想
に
陣
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
十
五
巻
S
一
一
一
一
五
）
向
「
此
の
宗
敬
的
感
情
に
於
て
紳
へ
の
信
仰
が
我
々
に
興
へ
ら
れ

て
を
り
、
と
の
感
情
は
、
そ
と
に
立
て
ば
一
脚
は
存
在
す
る
と
言
ふ
と
と
が
我
K

に
と
り
絶
封
に
確
置
で
あ
る
や
ろ
な
か
L
る
最
も
内
的
な



地
盤
で
あ
る
。
」
（
十
五
巻
S
二
ニ
セ
）
と
云
は
れ
る
が
、
「
感
情
は
、
そ
の
中
に
内
容
が
全
く
偶
然
的
な
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
て
ゐ
る
と

と
る
の
形
式
で
あ
る
よ
（
十
五
巻
S
一
四
一
二
）
が
故
に
、
紳
の
存
在
が
我
K

の
感
情
に
於
℃
確
認
さ
れ
る
と
き
は
、
と
の
紳
の
存
在
は
偶

然
的
で
あ
る
。
紳
は
本
質
的
に
思
惟
の
中
に
あ
る
。
か
く
て
「
感
情
の
み
を
記
越
す
る
哲
率
は
、
経
験
‘
歴
史
、
及
び
そ
れ
九
の
偶
然
性

に
立
止
ま
り
、
内
漆
を
も
っ
た
思
想
b
t
未
だ
取
り
扱
っ
て
は
ゐ
な
い
。
」
（
十
五
巻
S
一
四
五
）
と
へ

1
ゲ
ル
が
言
ふ
と
き
‘
暗
に
シ
ユ
ラ

イ
へ
ル
マ
ツ
ヘ
ツ
ル
の
宗
救
哲
撃
が
攻
撃
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
「
感
情
は
、
我
K

が
そ
の
中
に
唯
一
に
し
て
異
な
る
紳
を
見

出
し
如
何
る
こ
と
か
ら
る
飴
り
に
も
か
け
は
な
れ
た
も
の
。
」
（
十
五
径
一
四
六
）
で
あ
り
、
若
し
そ
の
中
に
此
の
内
容
を
見
出
す
場
合
に
は

既
に
こ
の
内
容
を
感
情
以
外
の
何
底
か
ら
か
知
っ
て
ゐ
－
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
感
情
に
あ
っ
て
は
、
我
k

は
紳
を
、
そ
の
自
立
的
存
在
の
側

面
か
ら
も
、
そ
の
内
容
の
側
面
か
ら
も
．
見
出
さ
な
か
っ
た
。
也
接
知
に
於
て
は
、
封
象
は
、
存
在
的
で
は
・
な
か
っ
た
。
寧
ろ
封
象
の
存

在
は
‘
此
の
存
在
の
根
磁
を
感
情
に
於
て
見
出
し
た
と
こ
ろ
の
知
的
主
観
の
中
へ
落
ち
て
行
っ
た
。
」
（
十
五
各
S
一
四
九
）
か
く
て
宗
敬

的
感
情
は
、
本
来
封
象
b
L
持
た
者
1

・
只
そ
れ
を
充
し
て
ゐ
る
的
容
乞
有
っ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。
而
も
感
情
が
精
一
脚
の
中
に
あ
る
も
の
と

し
て
、
民
な
る
も
の
で
あ
る
詩
に
は
、
そ
し
て
叉
探
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
内
容
を
白
己
か
ら
医
別
し
て
、
そ
れ
を
釣
象
化
し
、

客
観
化
す
る
。
か
く
て
、
感
情
は
封
象
を
昼
間
性
と
時
間
性
と
の
中
に
措
定
し
、
外
面
性
に
於
て
措
定
す
る
に
至
る
。
蕗
に
直
視
の
意
識

は
顕
は
れ
る
。
此
の
直
観
は
、
事
術
的
直
観
で
あ
る
。
直
樹
は
、
主
観
的
で
あ
り
、
偶
然
的
で
あ
る
感
情
に
比
較
す
る
時
は
、
客
観
性
に

於
て
良
型
が
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
向
ζ

の
「
直
視
に
於
て
は
、
宗
説
的
闘
紫
の
糟
陣
、
即
ち
封
象
と
自
己
意
識
は
離
散
し
て
ゐ
る
。
」
ハ
十

五
各
S
一
五
一
ニ
）
か
く
て
、
と
の
宗
教
的
闘
紫
は
再
び
、
自
己
自
身
を
揚
棄
し
・
統
一
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
か
く
て
必
然
的
に
直
視
は

表
仇
訟
の
意
識
へ
高
め
ら
れ
る
。
表
象
の
形
式
へ
、
宗
殺
が
高
揚
さ
れ
る
と
、
そ
の
「
内
容
は
感
性
的
直
観
や
映
像
（
回
E
）
的
な
仕
方
で

直
接
的
に
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
抽
象
化
の
道
を
取
っ
て
間
接
的
に
把
揖
さ
れ
‘
感
情
的
な
る
も
の
は
普
遍
的
た
る
も
の
へ
高
揚
さ

へ
l
ゲ
ル
の
宗
教
哲
皐
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れ
る
。
」
（
十
五
各
S
一
五
四
）
か
く
て
、
「
表
象
は
普
遍
性
の
形
式
、
思
想
の
形
式
へ
高
め
ら
れ
る
が
如
き
映
像
」
（
十
五
巻
S
一
五
四
〉
で

あ
る
。

ご
切
の
精
一
柳
的
危
内
容
．
闘
繋
一
般
は
、
そ
の
内
的
な
諸
規
定
が
、
自
己
を
単
純
に
自
己
に
関
係
せ
し
め
、
そ
し
て
自
存
性
の
形
式
に

於
で
あ
る
と
言
ふ
仕
方
で
捉
へ
ら
れ
る
時
、
表
象
で
あ
る
よ
ハ
十
五
各
S
一
五
九
）
此
の
如
き
精
』
脚
的
規
定
は
、
「
そ
し
て
叉
」
が
そ
の
聯

結
方
法
で
あ
り
、
未
だ
自
己
内
K
分
析
し
て
居
ら
守
、
未
だ
相
一
点
に
聞
係
し
合
ふ
や
う
な
諸
寓
別
を
指
定
し
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
り
、
間
早

に
抽
象
的
な
、
単
純
な
自
己
闘
係
に
於
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
内
容
の
闘
係
は
外
的
で
あ
り
、
従
っ
て
向
偶
然
性

の
形
式
の
内
に
あ
る
。

此
の
「
表
象
の
内
容
は
思
惟
に
於
て
内
的
聯
閥
及
び
絶
釘
的
必
然
性
の
中
へ
移
さ
れ
る
。
と
の
内
的
聯
聞
及
び
絶
封
的
必
然
性
は
自
由

の
献
態
に
於
け
る
概
念
に
外
な
ら
な
い
。
」
（
十
五
傘
S

二
ハ
占
ハ
〉
表
象
は
外
的
必
然
性
の
圏
内
に
習
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
「
思
惟
に
於

て
は
此
等
の
形
態
の
闘
繋
は
観
念
性
の
開
繋
で
あ
る
。
従
っ
て
、

V
」
の
形
態
も
自
存
的
に
孤
立
し
て
は
ゐ
な
い
、
半
る
ど
の
形
態
も
他
の

形
態
に
劃
す
る
一
の
反
射
と
言
ふ
仕
方
を
取
っ
て
ゐ
る
。
各
匝
別
、
各
形
態
は
従
っ
て
透
明
在
る
も
の
で
あ
り
、
時
黒
に

E
つ
非
透
徹
的

に
調
立
し
て
存
立
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
た
い
。
」
（
十
五
傘
S
一
六
七
〉
か
く
て
宗
敬
の
真
理
性
は
思
惟
の
形
式
に
於

τ顕
現
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
理
性
が
、
宗
救
の
住
み
得
る
地
盤
で
あ
る
。

七

共
に
｛
－
不
敬
の
概
念
の
「
第
＝
石
契
機
分
化
の
揚
棄
」
と
し
て
の
儀
踏
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
「
通
常
人
は
、
「
儀
閥
」
（
の
己
吉
田
ゾ
と
言
ふ
表
現
を
単

に
制
限
さ
れ
た
意
義
に
於
て
と
ら
へ
、
そ
の
も
と
に
只
外
面
的
、
公
的
行
動
の
み
を
理
解
し
、
情
意
の
内
的
行
動
に
は
齢
り
重
き
を
置
か



十
三
〉
と
へ

1
グ
ル
は
儀
躍
に
、
深
い
彼
一
流
の
意
義
を
興
へ
ゃ
う
と
す
る
‘
前
の
分
化
の
領
域
に
於
て
は
、
運
動
は
一
般
に
、
肖
己
自

身
に
劃
し
て
客
観
的
と
な
る
と
言
ふ
紳
の
概
念
の
運
動
、
理
念
の
運
動
で
あ
る
。
悲
に
於
て
は
、
紳
は
向
己
自
身
に
封
象
的
で
あ
り
、
と

の
封
象
性
を
自
己
自
身
の
中
に
包
括
し
て
ゐ
る
自
己
意
識
で
あ
る
。
か
く
て
‘
と
L
に
両
別
が
額
は
れ
、
有
限
性
と
無
限
性
と
の
針
立
が

構
成
さ
れ
る
、
と
L
に
は
向
、
二
元
論
が
打
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
此
慮
で
の
無
限
性
は
、
員
の
無
限
性
で
は
た
い
。
か
L
る
分
代

の
統
一
を
理
論
的
に
、
亦
賞
践
的
に
人
聞
の
内
に
持
ち
込
む
と
と
‘
此
の
と
と
の
う
ち
に
儀
障
が
成
立
す
る
。
「
儀
暗
に
あ
っ
て
は
、
紳
は

一
方
の
側
に
、
自
我
は
他
の
側
に
在
り
、
そ
し
て
規
定
は
私
自
身
の
中
で
私
を
一
仰
と
繋
合
す
る
と
と
、
私
の
真
理
と
し
て
の
神
の
中
で
私

を
知
り
、
私
の
中
な
一
仰
を
知
る
と
と
、
ー
ー
ー
か
L
る
具
間
的
た
統
一
に
あ
る
。
」
（
十
五
符
・
一
一
一
一
一
一
）

「
儀
慨
は
絶
封
的
精
神
を
構
成
す
る
内
療
の
現
在
性
で
在
り
・
と
の
現
在
性
に
依
っ
て
賓
に
紳
の
内
容
の
歴
史
は
本
質
的
に
は
叉
人
類
の

歴
史
で
あ
る
。
か
く
て
儀
躍
は
榊
の
人
間
へ
の
、
人
聞
の
紳
へ
の
運
動
で
あ
る
。
」
（
十
五
巻
・
二
五
六
〉
宗
教
は
、
儀
闘
に
於
て
、
情
緒
の

純
粋
性
及
び
清
浮
性
を
得
ゃ
う
と
努
力
す
る
。
即
ち
人
倫
性
た
ら
ん
と
す
る
。
而
し
て
、
と
の
人
倫
性
は
現
世
に
於
て
は
、
同
家
と
し
て

震
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
‘
宗
敬
と
閏
家
と
は
最
も
密
接
に
聯
関
し
て
居
り
、
自
由
の
概
念
、
及
び
究
極
目
的
と
し
て
合
致
し
て
ゐ

る
。
人
間
は
儀
柚
胞
に
於
て
分
裂
を
揚
棄
し
得
た
が
故
に
自
由
で
あ
る
。
岡
家
は
世
界
に
於
け
る
自
由
．
現
宜
性
に
於
け
る
白
山
で
あ
る
。

「
か
く
て
｛
一
不
敬
と
園
家
の
中
に
は
、
自
由
と
言
ふ
一
の
概
念
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
と
の
一
概
念
は
人
間
の
持
つ
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
人

聞
に
依
う
て
賓
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
柳
に
就
い
て
悪
し
き
概
念
を
持
つ
民
族
は
叉
悪
し
き
闘
家
を
、
悪
し
き
統
治
を
、
悪
し
幸
司
法
律

を
持
つ
」
（
十
五
品
位
向
二
五
七
）
園
家
と
宗
敬
と
の
詳
細
な
る
聯
闘
を
考
察
す
る
と
と
は
世
界
史
の
朽
撃
に
開
局
す
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
乍

ら
、
「
国
家
と
宗
救
と
は
分
裂
し
、
異
な
る
法
則
を
以
つ
て
ゐ
る
と
と
も
あ
り
得
る
。
」
（
十
五
容
S
二
六

O
）
則
ち
岡
家
に
於
て
安
営
す
る

法
及
び
人
倫
た
る
原
則
、
か
t
A

る
地
上
的
怠
る
も
の
世
俗
的
な
る
も
の
と
、
宗
敢
に
於
け
る
、
天
上
的
な
る
も
の
と
の
矛
盾
分
裂
で
る
る

へ
1
ゲ
ル
の
宗
教
哲
辱

一一－一一一



ヘ
ー
ゲ
ル
の
宗
敏
哲
血
中

一一一四

蓋
L
宗
教
に
於
け
る
榊
は
、
自
己
自
身
に
騎
還
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
と
で
は
世
俗
的
な
る
も
の
は
、
永
遠
性
の
中
に
奪
は
れ

τ

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
れ
は
、
国
家
に
と
っ
て
は
宗
教
の
危
険
性
で
も
あ
る
。

A 

以
上
、
普
遍
性
、
特
殊
性
、
個
別
性
の
三
契
機
を
誼
じ
て
、
宗
教
の
普
遍
的
概
念
が
考
察
せ
ら
れ
た
‘
と
の
宗
敬
の
概
念
は
、
車
に
哲

島
十
酌
意
識
の
内
に
内
在
し
て
ゐ
る
の
み
で
は
た
く
、
亦
世
界
及
び
人
類
の
意
識
の
内
に
現
在
し
て
を
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。
即
ち
宗
教
の
概
念
は

自
己
を
現
量
化
し
都
民
展
せ
し
め
ね
ば
た
ら
ぬ
。
か
く
て
宗
敬
の
普
遍
的
概
念
は
自
己
を
分
割
し
、
根
源
的
危
規
定
を
自
分
か
ら
作
る
。
此

鹿
に
批
判
弘
化
の
領
域
が
額
は
れ
る
。
此
れ
が
判
断
若
し
く
は
規
定
宗
教
の
段
階
で
あ
る
。
〈
判
断
と
除
、
根
源
的
分
割
を
意
味
す
る
。
）
「
普

遍
者
自
身
が
規
定
作
用
へ
、
特
殊
者
へ
決
心
す
る
こ
〈
十
五
巻
S
二
七
一
）
の
で
あ
る
。
概
念
は
か
L
る
運
動
の
中
に
必
然
的
に
あ
る
も

の
で
る
る
c
「
宗
敬
の
・
概
念
を
盆
行
し
、
そ
れ
を
意
識
の
封
象
冒
と
た
す
と
言
ふ
と
と
は
、
精
一
柳
の
数
千
年
に
亘
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
此
の
仕

事

κ於
け
る
過
程
は
‘
直
接
性
と
自
然
性
か
ら
出
稜
し
、
と
れ
を
克
服
す
る
過
程
で
あ
る
。
」
ハ
十
五
巻
S
二
七
三
〉
の
で
あ
り
、
「
而
し
て

宗
教
は
精
榊
の
精
神
に
射
す
る
閥
繋
で
あ
り
、
直
接
性
、
自
然
性
に
於
て
で
は
た
く
真
理
性
に
於
け
る
精
紳
に
就
い
て
の
知
で
あ
る
。
」

ハ
向
上
V

の
で
あ
る
か
ら
、
「
宗
敬
の
規
定
作
用
は
、
自
然
性
か
ら
概
念
へ
の
進
展
で
あ
る
」
ハ
向
上
）
か
く
て
、
先
づ
差
し
営
っ
て
内
容
上

未
だ
規
定
性
を
脱
却
し
て
ゐ
た
い
規
定
宗
敬
を
含
む
。
か
く
て
、
先
づ
自
然
宗
敬
の
領
域
が
穎
は
れ
る
。
此
の
領
域
に
あ
っ
て
、
宗
敬
は

更
に
一
ニ
ヲ
の
段
階
を
推
移
す
る
。
即
ち
自
然
的
宗
教
．
と
れ
は
呪
術
で
あ
り
、
宗
教
の
契
機
が
含
ま
れ
て
ゐ
て
、
而
も
未
だ
高
揚
の
契
機

が
自
然
性
の
中
に
関
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
此
れ
は
精
榊
的
た
る
も
の
と
自
然
的
た
る
も
の
と
の
統
一
で
あ
る
。
か
く
て
意
識
は
自

己
を
単
た
る
自
然
的
な
る
も
の
と
し
て
知
り
‘
自
己
か
ら
異
な
る
も
の
、
本
質
的
・
な
る
も
の
を
頁
別
す
る
。
そ
し
て
此
の
本
質
的
な
る
も

の
の
中
に
あ
っ
て
は
‘
自
然
性
．
有
限
性
は
宰
無
友
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。



然
し
未
だ
と
L
で
は
、
自
然
性
を
越
へ
て
の
精
一
脚
の
高
坊
は
、
差
し
営
り
朱
だ
徹
底
的
に
議
行
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
と
ろ
の
段
階
で
あ
り

此
れ
は
意
識
の
自
己
内
分
裂
の
段
階
に
於
け
る
宗
敬
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
責
存
は
、
三
つ
の
東
洋
の
宗
敬
即
ち
支
那
宗
教
、
印
度
宗
教

俳
敬
で
あ
る
。
と
れ
は
、
そ
れ

A
L此
の
順
序
に
随
ヲ
て
、
規
準
の
宗
教
、
宰
恕
の
宗
敬
、
内
自
存
在
の
宗
教
と
名
け
ら
れ
る
。
規
準
の

宗
敢
に
於
て
は
、
「
呪
術
の
立
場
で
あ
っ
た
所
の
か
の
直
接
的
ん
一
不
敬
か
ら
は
確
か
に
ぬ
け
出
て
ゐ
る
。
蓋
し
特
殊
的
精
一
脚
は
今
や
質
障
と
匝

別
さ
れ
、
此
の
賀
躍
に
封
し
て
、
と
れ
を
普
遍
的
な
力
と
み
る
や
う
な
開
繋
に
立
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
t
A

る
賞
四
回
的
関
繋
の
最
初

の
歴
史
的
責
存
で
あ
る
。
支
那
の
宗
敢
に
於
て
は
、
宜
障
は
本
質
的
存
在
の
範
閏
即
ち
規
準
と
し
て
知
ら
れ
る
＠
」
（
十
五
傘
S
問
O
二
l

問
O
三
）
か
く
て
、
孔
子
、
老
子
が
問
題
E

と
さ
れ
、
そ
の
規
準
’
と
し
て
、
天
や
遣
や
罫
が
考
察
せ
ら
れ
、
五
行
．
五
原
色
、
五
常
、
五
基

昔
等
が
考
察
せ
ら
れ
る
。
安
想
の
宗
敬
と
し
て
は
婆
羅
門
教
が
考
察
さ
れ
、
次
に
自
己
内
在
の
宗
散
と
し
て
は
悌
救
が
規
定
せ
ら
れ
る
。

怖
敢
に
於
て
は
、
「
絶
釘
者
は
自
己
内
衣
と
し
て
無
規
定
態
で
あ
り
、

一
切
の
特
殊
者
の
絶
滅
態
で
あ
る
。
」
ハ
十
五
巻
S
問
O
二
｜
問
。
三
）

と
へ
l
グ
ル
は
言
ふ
。
か
く
て
と
の
宗
敬
の
形
式
に
於
て
は
、
無
と
非
有
と
が
窮
極
至
高
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
‘
入
聞
が
自
己
を
無

に
す
る
と
と
が
、
人
聞
に
取
っ
て
最
高
の
品
位
あ
る
と
と
で
あ
る
。

か
く
て
次
に
は
、
自
由
宗
教
へ
の
過
渡
に
於
け
る
自
然
宗
教
と
し
て
、
光
の
宗
教
ハ
ペ
ル
シ
ヤ
山
一
不
戦
）
‘
苦
悶
の
宗
教
（
シ
リ
ア
宗
救
〉

誌
の
宗
教
・
ハ
エ
ジ
プ
ト
宗
敬
〉
が
考
察
せ
ら
れ
る
段
階
に
撞
す
る
。

以
上
、
呪
術
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
宗
救
ま
で
の
段
階
に
考
察
さ
れ
た
も
の
は
、
規
定
宗
敬
中
に
於
け
る
自
然
宗
教
の
段
階
で
あ
る
が
、
と

れ
に
弐
い
で
、
「
精
一
脚
的
桐
性
．
或
は
自
由
た
る
主
観
性
の
宗
敬
」
の
段
階
に
入
る
。
と
L
で
は
‘
崇
高
の
宗
敬
、
美
の
宗
敬
、
及
び
A
H
H

的
性
或
は
悟
性
の
宗
敬
が
考
察
せ
ら
れ
る
。
此
等
の
歴
史
的
賓
存
は
、
そ
の
順
序
に
従
っ
て
、

ユ
ダ
ヤ
宗
敬
、
ギ
リ
シ
ャ
宗
教
、

ロ

1
7

宗
敬
で
あ
る
。
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へ
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教
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拳

一一ー
ム，、

九

宗
敬
の
概
念
は
、
規
定
宗
教
の
領
域
を
通
し
て
、
環
展
、
穎
一
不
さ
れ
て
‘
有
限
的
宗
教
の
最
終
黙
に
立
っ
て
ゐ
る
ロ

l
T
宗
教
ま
で
到

揮
し
て
ゐ
る
。
と
L
か
ら
真
理
の
宗
教
へ
の
過
渡
が
遂
行
さ
れ
る
。
か
く
て
、
と
の
概
念
は
、
自
己
内
へ
運
開
す
る
の
で
あ
る
。
「
宗
敬

の
概
念
は
宗
敬
の
中
に
於
て
自
己
自
身
に
封
し
て
封
象
的
に
成
っ
て
ゐ
る
。
今
や
即
而
封
目
的
に
存
在
す
る
精
神
は
‘
そ
の
展
開
に
於
て

最
早
、
自
己
の
個
性
的
諸
形
式
、
諸
規
定
を
眼
前
に
持
っ
て
ゐ
る
の
で
は
左
く
、
自
己
を
最
早
何
等
か
或
る
規
定
性
制
限
性
に
於
け
る
精

神
と
し
て
知
る
の
で
は
訟
く
し
て
、
今
や
精
－
岬
は
‘
か
の
諸
制
限
、
と
の
有
限
性
を
克
服
し
た
、
而
し
て
即
自
的
に
存
在
す
る
精
神
は
封

白
的
に
存
在
し
て
ゐ
る
。
即
自
的
に
存
在
す
る
封
自
的
精
神
の
と
の
知
は
知
る
精
神
の
即
而
封
自
的
存
在
で
あ
り
、
完
成
さ
れ
た
絶
封
宗

敬
で
あ
り
、
と
の
中
に
於
て
は
精
神
．
紳
の
本
質
が
啓
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
が
「
キ
リ
ス
ト
敬
で
あ
る
」
（
十
五
巻
S
九
十
九
）

啓
示
宗
敬
は
‘
紳
を
三
位
一
腫
的
・
な
る
も
の
と
し
て
表
象
す
る
。
紳
は
精
神
で
あ
り
、
精
神
は
思
惟
の
う
ち
に
成
立
す
る
。
故
に
、
精

紳
は
思
惟
活
動
と
し
て
自
己
を
そ
れ
白
樺
か
ら
匝
別
し
て
、
そ
れ
自
憶
の
他
者
を
措
定
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
か
く
し
精
榊
は
他
者
の
内
に
榛

自
的
に
存
在
し
、
他
者
か
ら
自
己
へ
復
陣
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
と
れ
に
牒
じ
て
自
己
統
一
、
自
己
国
別
及
び
と
の
寓
別
を
揚
棄
せ
る
共

慢
的
の
統
一
の
三
契
機
が
精
神
の
本
質
を
・
な
す
。
則
ち
永
遠
の
操
自
的
存
在
？
と
し
て
の
普
遍
性
の
形
式
、
現
象
と
し
て
の
特
殊
化
の
形
式

封
他
的
存
在
、
即
ち
現
象
か
ら
の
自
己
自
身
へ
の
師
還
と
し
て
の
絶
封
的
側
別
性
の
形
式
の
三
契
機
で
あ
る
。
と
の
一
一
一
つ
の
契
機
は
．
三

位
一
睡
と
し
て
表
示
せ
ら
れ
る
。
紳
の
現
念
は
、
此
の
一
ニ
つ
の
形
式
の
内
に
賓
現
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
五
日
々
は
・
一
般
に
理
念
を
神
的
自

己
時
一
不
と
し
て
観
察
す
可
き
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
啓
示
は
三
つ
の
血
え
ら
れ
た
る
規
定
を
取
る
o
」
〈
十
六
巻
S
二
一
一
一
〉

へ
l
uツ
ル
は

此
の
三
位
一
関
を
‘
キ
リ
ス
ト
敬
の
普
通
の
宗
敬
論
の
仕
方
に
従
っ
て
、
紳
、
子
、
及
び
聖
霊
の
表
現
を
用
ぴ
．
而
も
此
の
三
概
念
は
一

つ
の
金
艦
、
若
し
く
は
‘
組
韓
を
備
す
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
「
父
の
閤
」
二
A

子
の
園
」
‘
「
聖
霊
の
園
」
と
名
け
て
ゐ
る
。
叉
紳
と
世
界
は



創
建
以
前
の
、
世
界
外
の
、
自
己
の
永
遠
性
に
於
け
る
即
而
釘
自
的
紳
」
と
名
け
、
之
に
反
し
て
、
現
象
の
領
域
で
あ
り
、
自
然
及
び
有

限
的
精
神
で
あ
る
、
時
間
昼
間
内
の
世
界
た
る
「
子
の
因
」
は
特
殊
化
の
領
域
で
あ
る
か
ら
、
「
世
界
の
創
造
」
で
あ
り
、
「
意
識
及
び
表
象
の

要
素
に
於
け
る
一
脚
の
永
遠
の
理
念
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
精
神
は
か
L
る
現
象
か
ら
自
己
自
身
へ
蹄
還
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
自
身
と
融

和
し
一
に
な
る
も
の
で
あ
り
‘
と
れ
の
貫
現
の
場
所
は
「
聖
霊
の
闘
」
で
る
り
、
「
敬
閣
の
要
素
に
於
け
る
理
念
」
で
あ
る
。

此
の
領
域
に
於
て
精
榊
が
現
貫
性
へ
と
向
っ
て
貰
現
せ
ら
れ
る
。
と
L
に
、
一
脚
の
固
と
子
の
園
、
即
ち
現
世
の
固
と
の
融
和
が
成
立
す

る
。
「
紳
的
の
も
の
が
現
質
態
の
内
に
於
て
宜
現
せ
ら
れ
る
根
撮
た
る
民
の
融
和
は
、
人
倫
的
並
に
法
律
的
園
家
生
活
の
内
に
成
立
す
る
。

と
れ
が
現
質
態
の
露
。
潜
努
力
で
あ
る
。
人
倫
態
の
中
に
｛
一
部
救
と
現
質
態
‘
世
界
性
と
の
融
和
が
現
存
し
て
を
り
、
且
つ
完
成
せ
ら
れ
て

ゐ
る
o
」
〈
十
六
巻
S
三
四
四
〉

か
く
て
、
宗
敬
の
概
念
は
完
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ん
一
不
敬
の
内
容
は
、
折
H

皐
の
内
容
と
同
一
的
で
あ
る
。

以
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